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運動会が終わり、１学期も残すところあと１か月となりました。ちょうど水泳学習も始まり、プー 

ルからはこども達の歓声が聞こえてきます。先日の職員研修では午後から時間をかけてしっかり救急

法講習を行うことができました。これからは暑さも厳しくなってきます。こども達の健康と安全に留

意しながら活動を進めていきます。ご家庭でも体調管理や水筒持参へのご協力を引き続きよろしくお

願いします。 

 

１ ほろっこ運動会 ご声援ありがとうございました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 保護者さんと、地域の方と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本校の開校記念日 

嵩の杜学園  母衣小学校「学校だより」 

り」 

２０２５年度 第４号 

令和７年６月１９日 

（編集・発行元） 

母衣小学校 校長 

保護者の方と廊下でお話する機会がありました。私が最後に「いつも応援してもらってありがとう

ございます」とお声がけすると、その保護者の方は「校長先生、フォローしよう 母衣小ですから！」

と小さなガッツポーズつきで返してくださいました。学校が大切にしている言葉を理解していただい

ているだけでなく、同じ気持ちでいてくださることをとてもありがたく感じた瞬間でした。 

別日に、、、地域の方がたくさんの貴重な資料を抱えて私を訪ねて来られました。本校の教育後援会

や PTA活動等に関する貴重な資料でした。私が学校だよりで教育後援会の現状等について書いた文章

を読んでくださり、お手元の資料をわざわざ整理し届けてくださったのです。資料を前に話がはずみ、

本校の歴史をより知ることができました。資料はしばらくお借りして勉強させてもらうことに。地域

の方の本校への思いに触れた楽しいひと時でした。 

保護者、地域の皆様の支えや応援を日々感じています。ありがとうございます。 

毎年６月１３日は本校の開校記念日です。この日、放送委員会のこども

達に朝の放送で開校記念日の原稿を読んでもらいました。【放送原稿】今日

６月１３日は母衣小学校の「開校記念日」、そう「母衣小学校がはじまった

日」です。はじめて校舎が完成し、学校がスタートしたのが１５２年前の

明治６年６月１３日でした。また、今の母衣小学校があるこの場所におひ

っこししてきたのも６月１３日でした。そういうわけで６月１３日が、母

衣小学校がはじまった日となったのです。６月１３日は母衣小学校のたん

じょう日。全校のみんなでこの日を大切にしていきましょう。       

※詳しい由来は昨年度６月発行の「学校だより」また、今年６月１３日の学校ホーム

ページでも紹介していますのでご覧ください。 

開会式でこども達にこう呼びかけました。「今日は、いつもの時間割と

は違う、運動会という行事にしっかり取り組み、楽しんでください。そ

して一人一人が成長してください。」そして運動会が終わった今、あらた

めて「行事のよさ」「行事で人が育つすばらしさ」を感じています。６年

生が全校を導くスターとしての役割をしっかり果たしてくれました。閉

会式では私の手作り金メダルをこども達に披露しました。現在、６年生

から各教室をまわしてもらっているところです。保護者の皆様にはテン

ト設営や片付け等、大変お世話になりました。保護者・地域の皆様には

多数ご来場いただき温かい声援をいただきました。ありがとうございま

した。 

 



４ 学校運営協議会 

 

５ どうして母衣小って言うんだろう？ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

２６日（土） 城東夏まつり 

 

※スクールカウンセラー来校日  

４日（金）、８日（火） 

 

※８月２４日（日）PTA環境整備作業 

７月 主な行事予定 学年行事、保健の検診等はそれぞれのたよりでお知らせします 

 ２日（水） 委員会 

 ３日（木） 児童集会  

４日（金） 授業公開日 

１１日（金） たいよう授業公開日 

１６日（水） 給食終了 

大掃除 

短縮５時間授業 

１７日（木） 地区児童会 

１８日（金） 終業式 

２１日（月） 夏季休業開始 

海の日  

 

６月３日（火）学校運営協議会を開催しました。この会は、 

地域や保護者の代表である委員の皆さんを中心に、家庭・地域 

が一体となって学校運営の改善や児童の健全育成に取り組むた 

めの組織です。全校のこども達の様子を見てもらい、その後協 

議を行いました。「学校全体が落ち着いていていいですね」と、 

こども達が一生懸命学んでいる姿を評価してもらいました。学 

校で大切にしている点（経営の重点）などをお伝えし、委員の 

皆様からは様々な感想や助言をいただきました。 

委員の皆様   

植田 隆則さん（ＰＴＡ副会長）※協議会会長     繁浪   均さん（城東公民館長）    

中島 晴子さん（城東地区主任児童委員）      池原 広騎さん（内中原交番所長）   

恩田 佳明さん（地域スポ少役員）       委員の皆様、どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

メンバー 

学校 HPでも情報発信 

に努めます ⇒ 

昨年度のある時、低学年の子が「この学校は

どうして母衣小って言うんだろう？」と教室で

つぶやいているのを耳にしました。いつか全校

朝礼で話をしてあげたいなあと思っていまし

た。６月１９日、やっとその機会を得て全校朝

礼で取り上げました。 

「母衣」とは、戦場で流れ矢を防ぐために武士

が背中に装着した布で「武具」のひとつでした。

風を受けて膨らんで、後方からの矢の攻撃を防

ぐ役割を果たしたそうです。母衣を身につける

ことを許された武士（母衣衆）が住んでいた地

区であったことから母衣という町名ができ、校

名の由来もそこにつながっていたようです。 


